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　第35回熊本県消防操法大会が８月25日に八代市で開
催され、消防団第３分団が大津町・菊陽町を代表して出
場しました。この大会は、県下の各地域で選ばれた代表
25隊が小型ポンプの部に出場し、安全・的確に小型ポ
ンプを操作し、放水で火点と呼ばれる的を落とすまでの
時間と正確さを競うものです。第３分団の大会結果は第
11位と大健闘しました。消防団は、日々地域を守るた
めに活動していますので、今後も地域の皆さんの応援を
お願いします。

第35回熊本県消防操法大会

「消防団第３分団」が健闘

結団式にて決意表明する指揮者矢
や
川
がわ
貴
たか
之
ゆき
選手

大津菊陽管工事業組合へ感謝状贈呈

　この度、大津菊陽管工事業組合より災害時の飲料水確
保に役立つ「非常用給水袋（６ℓ用）」1000枚の寄付を
いただきました。この給水袋で１日１人３ℓ必要といわ
れる飲料水を、1000人に対し２日分確保できます。同
組合は、生活に必要な「水」を安定して提供するために
修繕や工事を行う事業者の組合です。これまで「移動式
1000ℓ給水タンク」の寄付をするなど、町の災害時で
の飲料水確保の支援をされています。８月15日に寄付
贈呈式を行い、金田町長から感謝状を贈呈しました。

「非常用給水袋1000枚」寄付

ご寄付いただいた非常用給水袋と、感謝状を持つ大津菊陽管工事業
組合　後

ご
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とう
一
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喜
き
組合長（右から２番目）長
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第一環境株式会社九州・沖縄支店

　第一環境株式会社九州・沖縄支店は、大津菊陽水道企
業団から委託を受け、町内の水道検針業務を偶数月にお
よそ18,000件行っています。検針などの業務時に高齢
者などの異常の早期発見につながる活動を行います。

　株式会社グリーンロジスティクスは、資源循環型社会
を目指し廃棄物の処理からリサイクル事業までトータル
で行っており、業務外ボランティアとして安全誘導を近
隣小学校区３カ所で行っています。安全誘導を通じて、
見守り活動を行います。

株式会社グリーンロジスティクス

　　高齢者が安心して暮らせるよう

協定書を持つ第一環境株式会社九州・沖縄支店
戸
と
井
い
田
た
一
かず
則
のり
支店長㊨と金田町長㊧

協定書を持つ株式会社グリーンロジスティクス
岩
いわ
崎
さき
浩
ひろし
代表取締役㊨と金田町長㊧
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。
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※新型コロナワクチンの任意接種の助成はありません。
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次に該当する人は、別途助成があります。詳しくは、接種前にお尋ねください。
◎生活保護世帯：接種時に「生活保護受給者証明書」（菊池福祉事務所発行）を
医療機関へ提出してください。

◎中国残留邦人などで支援給付を受けている：接種時に「本人確認証」のコピー
を医療機関へ提出してください。

助成対象の町内医療機関（事前に予約が必要です）
町内医療機関 電話番号 インフル

エンザ コロナ 町内医療機関 電話番号 インフル
エンザ コロナ

あらいクリニック 096（293）2358 〇 〇 しばた内科クリニック 096（293）2050 〇 〇
阿梨花病院大津 096（293）5000 〇 〇 竹田津医院 096（293）2521 〇 〇
いしはら皮ふ科クリニック 096（293）3003 〇 たしろクリニック 096（340）3220 〇 〇
えうら耳鼻咽喉科クリニック 096（340）3387 〇 樽美外科整形外科医院 096（293）2100 〇 〇
大津じんないクリニック 096（294）5403 〇 〇 なみかわ小児科 096（293）1163 〇
大津なかしま眼科 096（293）3383 〇 のざわ医院 096（293）8000 〇 〇
大津なかしま皮膚科・美容皮膚科 096（294）7770 〇 はなぶさクリニック 096（282）8555 〇 〇
大津中村整形外科 096（293）8888 〇 ふくだ医院 096（293）2771 〇 〇
岡本内科・呼吸器内科クリニック 096（293）6000 〇 〇 宮本内科医院 096（293）1700 〇 〇
光進会クリニック 096（294）8888 〇 〇

予防接種
の種類 対象者 回数

（間隔）
自己負担額

（１回当たり）

定期接種
※予防接種法
に基づき実
施する予防
接種

新
型
コ
ロ
ナ

①65歳以上
②60歳以上65歳未満で、心臓・
腎臓・呼吸器の機能低下など
があり、日常生活活動が極度
に制限される程度の障がいが
ある人とヒト免疫不全ウイル
スにより免疫の機能に日常生
活がほとんど不可能な程度の
障がいがある人

　（身体障害者手帳１級相当）
※身体障害者手帳の氏名・障
がい名と等級記載のある
ページのコピーを医療機関
へ提出してください。

１回 2,100円

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

１回 1,400円

任意接種
※上記以外の
任意の予防
接種

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

生後６カ月以上13歳未満 ２回
（２～４週間） 1,900円

13歳以上65歳未満 １回 1,900円

新型コロナワクチン・インフルエンザワクチン
の予防接種はじめます

●問い合わせ　役場健康保険課　健康推進係（町子育て・健診センター）　☎096（294）1075

▲インフルエンザ
　詳しくはこちら

▲コロナワクチン
　詳しくはこちら

予防接種の説明書は町のホームページに掲載しています。
事前に説明書を読んで接種してください。

　８月14日、地域の安全確保に向けて２社（第一環境株式会社九州・沖縄支店、株式会社グリーンロジスティク
ス）と「大津町高齢者等見守りネットワーク事業」に関する協定を締結しました。この事業は、日常の業務や活
動の中で、ゆるやかに行う見守り活動を実施することで、これまで地域で行われてきた見守り活動をさらに発展
させるものです。今回の協定締結によって、町と連携・協力しながら高齢者などの異変の早期発見と必要な支援
につなげる活動を実施します。


